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子どもを取り巻く状況  

 

■ 総人口と児童人口の推移 

 和木町の総人口は、令和２年以降徐々に減少傾向にあります。令和５年に6,000人を切り、令和６年

では５，８４８人となっています。第２期和木町子ども・子育て支援事業計画の策定年度である令和２年

と比べると３６０人の減少となっており、今後ますます和木町の人口減少が進むことが予想されます。

児童人口(０～１１歳)をみると､令和２年以降減少が続き､令和６年では６７６人となっています。 
 

● 総人口の推移 ● 児童人口の推移 

  

資料：住民基本台帳（各年３月３１日現在） 

■ 総人口と児童人口の推計値 

令和７年から令和１１年までの人口推計をみると、総人口は減少傾向にあり、令和１１年には５，６４３

人となっています。年齢３区分別では、年少人口（０～１４歳）及び高齢者人口（６５歳以上）が減少してい

ます。児童人口（0～１１歳）の推計値をみると、令和７年の６３８人から徐々に減少し、令和１１年には、５

２６人と、１１２人減少するものと予測されます。 
 

● 総人口の推移（推計） ● 児童人口の推移（推計） 

  

※ コーホート変化率法（ある特定期間に出生した人口集団「コーホート」について、各コーホートの過去における実績人口の

動勢から「変化率」を求め、それに基づき人口推計を行う方法）により算出 
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本計画の概要  

 

近年、核家族化の進行や地域のつながりの希薄化、女性の働き方の多様化等、家庭や地域の子育て

を取り巻く環境はめまぐるしく変化しています。 

このような状況を打破するため、国においては、平成２４年に「子ども・子育て関連３法」を制定し、平

成２７年にはこれに基づいた「子ども・子育て支援新制度」が施行され、「子どもの最善の利益が実現さ

れる社会を目指す」という考えを基本に、幼児期の保育や学校教育、地域の子育て支援の量の拡充と質

の向上が図られました。 

平成２６年には「子どもの貧困対策の推進に関する法律」の施行、平成３０年９月には共働き家庭等の

「小１の壁」「待機児童」の解消を目的とする「新・放課後子ども総合プラン」、令和元年１０月には「幼児教

育・保育の無償化」がスタートするなど、子どもや子育て支援に関する取組が続々と進められています。 

和木町においても、平成２７年３月に「和木町子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。令和２年

度からは第２期計画に移行し、子ども・子育て支援に対する様々な施策を推進してきました。 

しかし、核家族化の進行や地域コミュニティの希薄化による、子育てに不安を抱える保護者の増加、

児童虐待の顕在化、女性の社会進出による保育ニーズの多様化といった課題は依然として残っていま

す。さらに、コロナ禍を経て個人の価値観やライフスタイルがより多様化したことで新たな課題やニーズ

も表面化しており、子育て世帯を取り巻く環境は現在も変化し続けています。 

このような状況の中、和木町では、前計画を検証し、子ども・子育て支援法の理念や、子ども・子育て

支援新制度の基本となる考えを踏まえ、社会状況の変化に対応しつつ、各計画と連携しながら、町ぐる

みで子育て支援施策を総合的に推進しています。ここに、「第３期和木町子ども・子育て支援事業計画」

（以下、「本計画」という。）を策定し、切れ目のない支援による子育て環境の充実を目指していきます。 

 

計画の期間  

 

 本計画は、令和７年度から令和１１年度までの５ヵ年計画です。 

平成 

２７年度 
～ 平成３１年度 

令和元年度 

令和 

2年度 
～ 令和 

6年度 

令和 

7年度 

令和 

8年度 

令和 

9年度 

令和 

10年度 

令和 

11年度 

     

 

 

 

   

※ 令和５年度に「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を実施し、令和６年度に本計画を策定しました。 
  

和木町 

子ども・子育て支援事業計画 

第２期和木町 

子ども・子育て支援事業計画 

第３期和木町子ども・子育て支援事業計画 
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計画の全体像  

 

■ 和木町が目指す子ども・子育て支援の基本理念 
 

 

 

未来の和木町を担う子どもたちを取り巻く環境は、少子化の更なる進行や共働き世帯の増加、スマ

ートフォンや SNS といったデジタル技術の進歩等によって大きく変化しています。このような“価値観

の多様化”に対応していく必要があり、包括的で多様な支援が一層求められている状況を踏まえ、 

『 わきは あったか 大家族 ～あいさつがはぐくむ希望、笑顔がつなぐ こどもの未来～ 』 

を、和木町が目指す子ども・子育て支援の基本理念としました。家庭、職場、関係機関、教育・保育機関、

行政等、すべてが相互に協力し、町ぐるみで子育てに関わることで、すべての子どもが未来に夢や希望

をもつことができ、笑顔あふれる和木町の実現を目指す強い志を込めました。 
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計画の体系  

 

本計画では、基本理念を踏まえ、子育てにおける課題に応じた施策を推進するため、以下のとおり施

策を展開していきます。 

 

   
 

 

第
２
期
和
木
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

  

基本理念 基本目標 政策の展開 

 継 
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なお、本計画の基本理念の実現に向け、各施策が SDGs （エスディジーズ／持続可能な開発目標）の

推進につながるものであると考え、SDGs達成に向けた取組としても位置づけます。 

 

基本目標① 地域における子育て家庭に対する支援 

      

 

基本目標② 子どもが健やかに生まれこころ豊かに育つ環境づくり 

       

 

基本目標③ 子どもの成長を支える教育環境の整備 

       
 

基本目標④ 子育てと仕事の両立支援 

    

 

基本目標⑤ 子どもが安全・安心に過ごせる生活環境の整備 

    
 

基本目標⑥ 子どもの貧困対策の推進 
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事業量の見込みと確保方策  

 

子どもや保護者が必要とする支援を受けることができるよう、「教育・保育施設」(認定こども園等)や、

「地域子ども・子育て支援事業（子育てに資するニーズに対応する事業）」を整備し、計画期間における事

業量の見込みの値と、目標として確保する供給量（確保方策）を示します。町内全域を１つの計画区域と

して設定し、現在の利用実態や今後のニーズを踏まえ、供給量の確保及び各事業を実施します。 

 

 

■ 認定の区分 

子どもの保育の必要性について、以下の３区分に分けて、保育認定を行うこととなっています。 

認定区分 年齢区分 保育の必要性 備 考 

１号 ３～５歳 保育の必要がない子ども 認定こども園・幼稚園を利用できる家庭 

２号 ３～５歳 
保育が必要な子ども 

認定こども園・保育所を利用できる家庭 

３号 ０～２歳 ３歳未満の認定こども園・保育所を利用できる家庭 

 

■ 1号認定者（3～5歳、認定こども園及び幼稚園）  単位：人 

 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見込値 34 27 24 20 21 

確保方策 34 27 24 20 21 

※ 1号認定者の教育は、主に和木こども園において実施します。 

 

■ ２号認定者（３～５歳、認定こども園及び保育所） 単位：人 

 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見込値 110 102 89 74 79 

確保方策 103 95 82 67 72 

他市町村保育所 7 7 7 7 7 

※ ２号認定者は、和木こども園で受け入れます。また、利用実績より他市町の保育所に通うことを見込んでいます。 

 

■ ３号認定者（０歳、認定こども園及び保育所＋地域型保育）   単位：人 

 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見込値 17 18 20 21 22 

確保方策 15 15 18 18 18 

他市町村保育所 2 3 2 3 4 

※ ３号認定者のうち、０歳児の保育希望者の推計です。主に和木こども園において保育を実施します。 
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■ ３号認定者（１歳、認定こども園及び保育所＋地域型保育）   単位：人 

 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見込値 20 21 23 24 25 

確保方策 20 21 23 24 24 

他市町村保育所 0 0 0 0 1 

※ ３号認定者のうち１歳児の保育希望者の推計です。主に和木こども園において保育を実施します。 

 

■ ３号認定者（２歳、認定こども園及び保育所＋地域型保育）   単位：人 

 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見込値 21 26 25 26 29 

確保方策 21 26 25 26 29 

他市町村保育所 0 0 0 0 0 

※ ３号認定者のうち２歳児の保育希望者の推計です。主に和木こども園において保育を実施します。 

 

■ 乳児等通園制度（こども誰でも通園制度） 

すべての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備するとともに、すべての子育て家

庭に対して、多様な働き方やライフスタイルに関わらない形での支援を強化が求められています。乳児

等通園制度（こども誰でも通園制度）は、現行の幼児教育・保育給付に加え、月一定時間までの利用可能

枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新しい制度です。 

和木町では、令和８年度から、和木こども園で実施します。 

 

〔参考〕 乳児等通園制度（こども誰でも通園制度） とは 

乳児等通園制度（こども誰でも通園制度）とは、こども家庭庁より示された『こども未来戦略』の政策の中で実施

される制度。令和７年度に子ども・子育て支援法に基づく地域子ども・子育て支援事業として制度化し、令和８年

度から子ども・子育て支援法に基づく新たな給付として全国の自治体において実施。 

  令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 

見 
込 
値 

０歳６か月～１歳未満 2 2 2 2 

１歳以上～２歳未満 2 2 2 2 

２歳以上～３歳未満 1 1 1 1 

合計 5 5 5 5 

確 

保 

方 

策 

０歳６か月～１歳未満 2 2 2 2 

１歳以上～２歳未満 2 2 2 2 

２歳以上～３歳未満 1 1 1 1 

合計 5 5 5 5 
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■ 地域子ども・子育て支援事業 

 

各年度  上段（白）：見込値 ／ 下段（赤）：確保方策 

事業 単位 
令和 

7年度 8年度 9年度 １０年度 １１年度 

利用者支援事業 箇所 
1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 

地域子育て支援拠点事業 

箇所 
1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 

人 
318 389 404 429 458 

318 389 404 429 458 

妊婦健康診査 人回 
580 580 580 580 580 

580 580 580 580 580 

乳児家庭全戸訪問事業 人 
50 50 50 50 50 

50 50 50 50 50 

養育支援訪問事業等 人 
120 120 120 120 120 

120 120 120 120 120 

子育て短期支援事業 

（ショートステイ事業） 
人日 

7 7 7 7 7 

7 7 7 7 7 

ファミリー・サポート・センター 

事業（低学年及び高学年） 
人日 

和木町では実施の予定がありません。 

設置を検討していきます。 

一時預かり事業 

（認定こども園在園者対象） 
人日 

158 128 112 93 99 

158 128 112 93 99 

一時預かり事業 

（一般型） 
人日 

595 544 517 489 521 

595 544 517 489 521 

時間外保育事業 

（延長保育事業） 
人 

44 40 38 36 38 

44 40 38 36 38 

 

町内で実施できない事業については、 

近隣自治体との連携のもと、ニーズに対応できる体制を確保していきます。 
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■ 地域子ども・子育て支援事業 （つづき） 

 

各年度  上段（白）：見込値 ／ 下段（赤）：確保方策 

事業 単位 
令和 

7年度 8年度 9年度 １０年度 １１年度 

病児・病後児保育事業 人日 
118 106 102 96 102 

118 106 102 96 102 

放課後児童クラブ 

（放課後児童健全育成事業） 

1年生

（人） 
35 35 35 35 30 

2年生

（人） 35 32 35 35 30 

3年生

（人） 20 20 17 17 12 

4年生

（人） 10 10 7 7 5 

5年生

（人） 5 3 3 3 3 

6年生

（人） 3 3 3 3 2 

人 108 103 100 100 82 

一体型の放課後児童クラブ 

及び放課後子ども教室 
箇所 1 1 1 1 1 

妊婦等包括相談支援事業 回 
135 135 135 135 135 

135 135 135 135 135 

産後ケア事業 回 
48 48 48 48 48 

48 48 48 48 48 

児童育成支援拠点事業 人日 
和木町では実施の予定がありません。 

今後、近隣市町と連携し、設置に向け検討していきます。 

子育て世帯訪問支援事業 人 
25 24 23 22 22 

25 24 23 22 22 

親子関係形成支援事業 人 和木町では実施の予定がありません。 

 

町内に対応できる施設のない事業については、 

近隣自治体との連携のもと、ニーズに対応できる体制を確保していきます。 
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計画の推進に向けて  

 

■ 計画の推進体制  ■役割 

本計画は、多岐の分野にわたる

ことから、行政だけでなく、こども

園、家庭、学校、地域、その他関係

部署、関係機関との連携・協働に

より、推進していきます。 

本計画の実行性を高めるために

も各関係機関等における人員不足

等や求められる住民サービスによ

り柔軟に対応できるようにするた

め、BPRの考え方に基づき各関係

機関における業務プロセスの改善

に取り組み、計画の着実な実行を

推進します。 

 本計画において、行政、こども園、家庭、学校、地域が、 

子ども・子育て支援に果たす役割を示します。 

 

 

 

■ 計画の管理   

（1） 計画の実施・実行・評価・改善    （2） 子ども・子育て会議 

本計画を効率的かつ実効性のあるものとするた

めに、計画（PLAN）・実行（DO）・評価（CHECK）・

改善（ACTION）の PDCA サイクルを確立し、実施

していきます。 

 町内在住の子育て中の保護者、子ども・子育て支

援に関わっている団体の代表者、学識経験者などで

構成された「和木町子ども・子育て会議」の意見等を

踏まえ、計画を推進します。 

 
 

 

（3） 計画の実施状況の点検・評価  （4） 計画の周知・情報提供 

毎年度、本計画の実施状況の点検・評価を実施し

ます。その内容を和木町子ども・子育て会議に報告

し、意見を伺い、次年度以降の事業の推進に反映す

るよう努めます。必要がある場合には本計画の見直

しを検討していきます。また、点検・評価結果につい

ては、広く町民に公表します。 

 本計画の内容については、関係者や関係団体をは

じめ広く町民に周知します。 

また、新たな課題やニーズに合った必要な情報や

支援を町民に周知するため、広報わきやホームペー

ジなどの活用により、子ども・子育て支援に関する情

報提供に努めます。 

 

〔参考〕 BPR（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング） とは 

各自治体業務の業務プロセスを見直し、再設計を行うこと。デジタル技術の活用なども踏まえ、業務プロセスの

抜本的な見直しを行うことで業務効率の向上や、住民サービスの質の改善、業務負担の軽減を図る取組。 
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子どもまんなかの取組  

 

本計画の策定にあたり、子どもたちを対象にアンケートを実施しました。基本理念のサブタイトル「あ

いさつがはぐくむ希望、笑顔がつなぐ こどもの未来」は、中学生にご協力いただいたアンケートの中の

言葉をモチーフに作成しています。また、表紙のイラストについても同アンケートで回答をいただいた

「こどもたちの意見」を反映したものです。今後も、町の子ども関連施策等については、子どもたちの意

見に対して、しっかりと耳を傾けていきます。 
 

■ 表紙イラストについて 
 

  

 

 

表紙全体のイメージ 

円（まる） 地域全体のつながり 

手 まちを支える、守る 
  

アンケートに寄せられた 子どもたちの声 

質問 回答例 

① 好きな遊ぶ内容 
鬼ごっこ（外遊び） 

ブロック（知育玩具） 

② ほっとするとき 
ママに抱きつくとき 

家族・友達を遊ぶとき 

③ 好きな場所 
遊び場（公園、こども広場等） 

おうち、おばあちゃん家 

④ 町のいいところ 自然 （花：町花「つつじ」） 

⑤ 町の課題 店舗や遊ぶ場所 

⑥ 今一番楽しいこと、 

⑥ 今後楽しみにしていること 
学校生活、部活動 

 

子育て支援関連施設  

 

区 分 連 絡 先 住 所 

和木町こども家庭センター すくすく（保健相談センター） 0827-52-7290 和木町和木２丁目１５番１号 

子育て支援センター（和木こども園） 0827-52-2707 和木町和木２丁目４番１号 

放課後児童クラブ（わきっこクラブ） 0827-53-2656 和木町和木１丁目１３番１号 

スマイルルーム（教育支援センター） 0120-81-7830 和木町和木２丁目５番１号 

和木町教育委員会 0827-53-3123 和木町和木２丁目１番１号 

 

わきは あったか 大家族 ～あいさつがはぐくむ希望、笑顔がつなぐ こどもの未来～ 
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